
設計年月日 図面番号

工事名称

図面名称

縮　　尺

室　　長

整理番号

担　　当

１

　A3版　S=non scale

担当主査

表紙・図面リスト

市立病院本館屋上冷却塔改修工事

担当主査

市立病院本館屋上冷却塔改修工事

図　面　名　称

表紙・図面リスト

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

１

２

３

４ 配置図

塔屋平面図、機器改修図５

図面番号

箕面市立病院

事務局病院管理室 令和６年　１月



箕面市立病院
設計年月日

整理番号

図面番号

＊現場の納まり。取り合わせ等の関係で、材料の寸法・取付位置又は取付方法を多少

　変え、或いは、これらによって取付材料の材質、数量を幾分変更するなどの軽微な変

　更は、監督員の指示によって行う。この場合契約金額の変更は行わない。

18 現場処理

１部

１部

１部

・市の指定する書類（着工届 他）

・施工計画書

・工事工程表

・各種試験報告書

・各種測定記録

・工事日報

・各施工図

着工時（着工日より５日以内に提出）

施工中

各１部

各１部

各１部

Ａ４版

Ａ４版

Ａ４版

Ａ４版

19 提出書類

Ａ３又はＡ４版

Ａ３又はＡ４版

Ａ１又はＡ２版

１部

・竣工届
・工事写真（カラ－サ－ビス版又はデジタルカメラ

・竣工写真（カラ－キャビネ版をアルバムに整理）

・竣工図（２つ折り製本文字入り）

・竣工図（２つ折り製本文字入り）

・竣工図（Ａ４折込み黒表紙製本、金文字入り）

・竣工図原図

整理方法については、監督員の指示による。

撮影は、専門業者に委託すること。又、アルバムの体裁、

　撮影、Ａ４写真帳整理）

着工前，施工中，見え隠れ部分，完成 等

竣工時（竣工日に提出）

Ａ４版

Ａ４版

１部
１部

１部

１式

Ａ４版１部・打合せ報告書

・その他監督員の指示する書類

　部

Ａ２版

Ａ２版

（１.  ３.  ５）・ 無振動、無騒音工法を採用し、その工法については監督員の確認を得ること。

・ 各種工事施工着手前に、施工法、施工可能時間など協議の上施工を行うこと。

20 施工条件

26 中間検査 中間検査の実施　　　　　・有　　　　　　　　・無

実施時期　　　　　　＊躯体工事完了時 ・監督職員が指示する時

性有機化合物等による健康への影響が懸念されており、工事の施工に際してはシックハ
ウス防止への対策を講じることが重要である。

28 シックハウスに関する特記仕様書

１．目的

２．検討する物質

目 内 容

低減に配慮した設計・施工方針を定めることにより、当該施設での健康被害発生の抑制
よって、この仕様書は、営繕工事におけるホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物等の

・トルエン ・スチレン

項

を図ることを目的とする。

近年、建築物の室内での空気汚染、特に建材から放散されるホルムアルデヒド及び揮発

る可能性が高く、放散により健康被害を招く可能性が高いと考えられる以下の物質を対
室内空気汚染については、様々な物質が考えられているが、本仕様書では建材に含まれ

象とする。
（１）揮発性有機化合物（ＶＯＣ）

・ホルムアルデヒド ・エチルベンゼン ・キシレン
・パラジクロベンゼン

・木材保護剤
（２）薬剤

・可塑剤 ・防蟻剤

３．範囲 本仕様書は、シックハウスの防止対策のうち、営繕工事における次の事項について策定
する。

・材料の選定 ・施工上の対策

次のＡ、Ｂ、Ｃの区分で前者から優先的に選定する。

※　Ｂ区分の材料を使用する場合は、工事全体での使用量の割合、使用居室の換気量
　　や、その居室の継続使用時間などを考慮の上選択するものとする。
※　選定材料表・・・別表１、２

（１）選定した材料の確認

（２）塗布量の管理

（３）工程管理

（４）その他

工事請負者は建材の納入に先立ち、材料承諾願いを提出し、工事監理者の確認を

４．主な材料の選定

５．施工上の対策

受ける。
特に、現場施工用接着剤については、製品安全データシート（MSDS ※1）等安全
性を確認できる資料を材料承諾願に添付し確認を行う。また、必要に応じ成分表
・危険物表示データを添付し、確認を受けること。

塗料・接着剤は必要以上に塗布しないよう、塗布量管理の徹底を図る。

使用開始時までの十分な放散時間を確保した工程を設定するよう努める。

建材の含有成分表示やその放散規格を参考とし、また、関連情報をより多く収集して、

製作家具にあっては（１）の確認を経たのち製作、納入すること。

上記（１）以外の建材についても現場内に不必要に持ち込まず、また使用しない
こと。

Ａ区分

Ｂ区分

Ｃ区分

取組物質が含有されていないとされる材料。

Ａ区分のものが商品化されていないものは、商品化されているもののうち、
取組物質の放散量が最も少ない材料。

取組物質が含有されているが、耐候性、防水性又防汚性などの、維持管理上
の要求機能（性能）を満たす必要がある場合に、その使用範囲を限定して使
用する材料。

別表１ＡＢ区分選定材料表

名 称 選定規格又は品名 区分

Ａ天井材

Ａ、Ｂ

Ｂ、Ｃ

Ａ、Ｂ

天然素材原料、Ｆ☆☆☆☆規格品

天然素材原料、Ｆ☆☆☆☆規格品

VOCの放散が極力少ないもの

屋内への影響がない場合

※屋内への影響がある場合

石膏ボード、けい酸カルシウム板、ロックウール吸音板

接着剤

屋内使用塗料

屋外使用塗料

Ａ

建築材料

Ｃ区分選定材料表

名 称 使用部位 選定規格又は品名 要求機能

Ａ、Ｂ区分以外使用者、利用者が常駐し
ない場所

特殊性能を要求をする必要が

別表２

ある場合

汚染物質濃度 汚染物質濃度測定の実施　　　　　＊実施する　　　　　・実施しない

１）測定の有無等

　　省若しくは文部科学省の定める指針値以下であることを確認し、報告すること。

　　　測定する場合は、下記の測定室及び揮発性有機化合物について室内濃度を測定し、厚生労働

　イ）測定の有無　　　　　　＊有　　　　　　　　・無

29

　　　　全ての測定個所において、ニ）の測定対象化学物質全ての濃度を同時に測定する。

　ニ）測定対象化学物質及び測定方法

＊ホルムアルデヒド ジニトロフェニルヒドラジン誘導体化固相
　　測定バッジＦ
　　パッシブサンプラー
　　パッシブガスチューブ

吸着／溶媒抽出法によって採取し、高速液
体クロマトグラフ法による測定

＊採用できる

測定対象化学物質
測定方法

・吸収方式測定方法 ＊拡散方式測定方法

・採用できない

＊トルエン
＊キシレン
＊エチルベンゼン
＊スチレン

＊パラジクロロ

　ベンゼン

＊採用できる
　　測定バッジＶ
　　有機ガスモニター
　　パッシブサンプラー

固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱
着法、又は、容器採取法によって採取し、
ガスクロマトグラフ／質量分析法による測
定

・採用できない

　測定対象化学物質が、関連工事による測定対象室への流入や急激な拡散がほぼなくな1.

り、ほぼ引き渡し後の室内空気環境と同程度になった時期。

　別途工事又は家具の設置等が行われる前。

　内装又は塗装等の施工が終了し、その後十分な換気が行われていること。

　中央式空気調和設備のように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設

2.

3.

4.

　　測定は下記の時期に行うものとする。

　注）拡散方式測定機器は、国土交通省等で構成される「室内空気対策研究会」において、信頼性

　　があると評価されたもの、又は同等以上の信頼性があると証明されたものとする。

　ホ）測定時期

　　　　備の試運転が終了していること。

２）施工中・施工後の通風、換気

　ト）その他、採取、測定及び分析の方法は、監督員の指示による。

　　の希釈を図るものとする。

　ヘ）測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合の措置

　　　　測定結果が厚生省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気等の措置を講じ

　　　室内空気中に化学物質を発散するおそれのある建築材料等の使用状況の一覧表を提出する。

　　るようにする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に放散した溶剤成分等

　　　接着剤、塗料等の塗布に当たっては、使用方法や塗布量を十分管理し、適切な乾燥時間をと

３）引き渡し時

　　　た後、再度測定を行う。

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

２ 章　   仮　　　設　　　工　　　事

工事用水

工事用電力

指定仮設４

３

２

　イ）材料　　・鋼板　　・亜鉛波形鉄板　　・ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　　ロ）高さ　　・１.８ｍ　　・３ｍ

　ハ）塗装　　・する　　　・しない　　　　　　　　　　　　 ニ）延べ長さ 　　　ｍ

＊仮設計画図による

監督員の承諾を受ける。

仮囲いは、下記により強風に対して倒壊、飛散しない堅固な構造とし、事前に施工図を提出して

構内既存の施設　　＊利用できない　　・利用できる（＊有償　・無償）

構内既存の施設　　＊利用できない　　・利用できる（＊有償　・無償）

・竣工図データー（JW-CADにより作成

測定

工事用道路５ 工事用道路は、良好なる維持管理を行い、使用後は請負者にて速やかに原形に復旧すること。

撮影箇所　箇所

Ａ３版

CD-Rにて提出）

・施工図（２つ折り製本文字入り）

・納品書・出荷証明書（ファイル製本）

・竣工引き渡し書（指定様式）

・工事記録その他監督員の指示する書類

Ａ１版

Ａ４版

Ａ４版

１部

１部

１部

　ロ）測定対象室　　　　　　＊

　部

２部

　部

工　事　名

　工　　事　　概　　要

２　工　事　内　容

１　工　事　場　所 箕面市 地内

最新版

最新版

最新版

最新版

最新版

最新版

最新版

最新版

最新版

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１ 章　　一　　般　　共　　通　　事　　項

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

事全体の円滑な進捗を図る。

＊特記された材料、製品、製作所、施工業者等の取扱いにおいて、同等以上のものを

　採用する場合は監督員の承諾を受ける。

４　別契約関連工事

５　建　　築　　工　　事　　仕　　様

◎　特　　記　　仕　　様

　１）特記事項に記載の（　.　.　）内表示番号は、「標準仕様書」の該当項目、当該図又は当該表を示す。

　２）（別　.　.　）は、別図「各部配筋」の当該番号を示す。

　３）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（３） （４）

（５） （６） （７）

＊〇印と＊印を併記している場合は〇印の事項を適用する。

＊〇印を付けていない項目はすべて適用しない。

一般仕様として以下の標準仕様書を適用する。

一般仕様として以下の標準図を適用する。

本工事は以下の設計図書に基づき施工する。その適用にあたっての優先順位は下記

７

６

５

４

３

２

工事施工に必要な官公庁その他への手続きは、すべて工事施工者がその費用を負担

して速やかに行う。

既設部分と本工事部分の取合い等において、本工事範囲外の部分に汚染，損傷を生

じた場合、工事施工者がその費用を負担して原型と同仕様にて補修を行う。

別契約の関連工事については、監督員の指示により、当該工事関係者と協力し、工

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・暖　房　設　備工事　　　　　　　　　・冷　房　設　備工事

・電　気　設　備工事　　　　　　　　　・給排水衛生設備工事

（１） （２）質疑回答書

改修標準仕様書

現場説明事項

＊環境配慮製品の採用に努める。

標準仕様書 標準図

特記仕様書 設計図面

建築工事標準詳細図

（以下「改修標準仕様書」という）

（上記は以下「標準仕様書」という）

方法

特記仕様書の適用

適用

優先順位

官公庁その他への

手続き

既設部分との取合い

材料等

別契約の関連工事

の番号順とする。

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

１

・エレベータ設備工事　　　　　　　　　・電　話　設　備工事

・換　気　設　備工事　　　　　　　　　・空　調　設　備工事

＊製造物損害賠償責任保険加入製品の採用

工事上、他に損害を与えた場合の補修、補償は施工者の負担とする。

に発生した公害及び近隣よりの苦情に対しては、施工者の責任において解決する。

工事施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処理する。工事中災害､公害､危険防止

及び近隣補償

14

＊本工事の施工に当たり、隣接建物及び工作物並びに通行人等に損傷を与えないよう

及び関係各所の承認を受けて安全な工事の実施を期するものとする。

に危険表示の設備、必要な保護設備を設け、交通及び保安上の配慮を行い、監督員

安全対策

　　　　　　　　　　　　　・無

16

・交通整理員詰所 ＊　0.97×1.27(ｍ)　・　1.2×1.8（ｍ）

工事に先立ち、以下の保険に加入すること。

・火災保険

保険15

・建設工事保険

・組立て保険

・労働災害総合保険

・請負業者賠償責任保険

・建設業退職金共済制度

10

９

８ 発生材の処理

分別解体等

建設副産物の処理

発生材のうち特記及び監督員の指示により、引渡しを要するものは指示された場所

処理する。

に整理し、その他発生材についてはすべて場外に搬出し、関係法令等に従い適切に

工事に伴い副次的に生ずる建築資材廃棄物は、建設工事に係る資材の再資源化等に関

する法律を遵守し、その種類ごとに分別しつつ施工すること。

建設副産物の処理の方法は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の

有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副産物適

正処理推進要綱その他関係法令等を遵守して行うこと。処理方法については、現場説

明書等による。又、監督職員が指示する場合は処理地への搬入日時、処理時の写真等

を報告書にまとめて提出すること。

萱野

交通誘導員の配置　　　　　＊有（１名常駐その他スポット） 　＜延べ人数　２人以上とする＞

冷却塔充填剤取替え工事　一式

市立病院本館冷却塔改修工事

２
図面名称

縮    尺：

特記仕様書（１）

A3版　S=nom scale

事務局病院管理室

室 　 長 担当主査 担当主査 担　　当

工事名称 市立病院本館屋上冷却塔改修工事
令和６年　１月



空
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メー

カー
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・屋外露出部（給水管、消火管、冷温水管、膨張管、冷水管、温水管、ドレン管、

＊標準仕様書第２編３．１．１～３．１．６によるほか下記による。18. 保温

・ダクトの保温の外装

・カラー亜鉛鉄板

屋外露出

多湿箇所

露

出

屋

内

居室・廊下など

倉庫・書庫

機　械　室

・カラー鉄板

・ステンレス鋼板

・アルミガラスクロス

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。19. 施工図等の取扱い

・保温化粧ケース（冷媒管）

・保温化粧ケース（冷媒管）

屋外露出

多湿箇所

・配管の保温の外装

屋

内

出

露

・綿布倉庫・書庫

機　械　室

居室・廊下など

・共同溝の保温

・アルミガラスクロス

・アルミガラスクロス

・アルミガラスクロス

・カラ－鉄板

・ステンレス鋼板

・カラーガルバニウム鋼板

20. その他 冷媒配管耐圧試験をおこなうこと。（チッソ3.2MPa、24時間）

弁類を含む。）は、防凍保温を行う。厚さは配管の呼び径２５mm以下のものは

５０mm、呼び径３２mm以上のものは４０mmとする。

16

空
気
調
和
設
備

1.  配管材料

2.  弁類

3.  温度計

（１）冷温水管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）

（２）ドレン管　　　・硬質塩化ビニル管（VP）

（３）エア抜き管　　・配管用炭素鋼鋼管（白）

ＪＩＳ又はＪＶ　（・５Ｋ　　　＊１０Ｋ（図示部分））

＊５０Ａ以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

・バラフライ弁のシート材質　　＊ＥＰＤＭ

・鋼管用伸縮管継手の種類　　＊合成ゴム製

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

4.  圧力計

5． 保温及び消音内貼り 　　＊建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。

メー

カー

リ
ス
ト

17 メーカーリスト１. 下記同等品以上とする。

機材名

項　　　　目 特　　記　　事　　項

（４）水抜き管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）

空研工業(株)

製造業者名（参考）

機械設備工事特記仕様書

工事種目（摘要項目の○印を黒塗する。）

建物別及び屋外

工　事　種　目

工事種別

●空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

通

事

項

２

共

を採用する場合は、監督員の承認を受ける。

＊特記された材料，製品，製作所，施工業者等の取扱いにおいて、同等以上のもの１.機材等

こと。

＊材料の選定にあたっては、出来る限り環境に配慮したものを採用するよう努める

提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表等は

除く。

２「機材及び材料の品質等」（c）の品質及び性能を有することの証明となる資料の

＊使用する機材が設備機材等指定表による製造者等の者である場合は、標準仕様書１．３．

＊製造物損害賠償責任保険加入製品の採用。

・おかない

・おく（工事現場におく電気保安技術者は、工事担当技術者の職務を補佐し、電気工

・試験を省略できるもの

・全ての機材について行う。

＊無し

・ 有 り （

１）引き渡しを要するもの

・有り（＊ＰＣＢ仕様機器

２）特別管理産業廃棄物

＊無し

・ 有 り （

３）再利用又は再資源化を図るもの

６.発生材の処理

４

５

３

技能士の適用

機材等の検査及び試験

.

.

ＰＣＢ仕様機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引き渡

.電気保安技術者

すこと。

・

・建築板金施工（ダクト製作及び取付）

作物の保安の業務を行うものとする。）

）

）

）

）（　

.残土処理７

・上記案内板を設けない。

10. 機器案内板

室に設ける。
・機器等の取り扱い及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械

８.工事写真 ＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）建築設備編」に

よる。

11. 総合調整 ・室内外空気の温湿度の測定・水量調整＊本工事（・風量調整

・室内気流及びじん埃の測定 ・騒音の測定 ・初期運転状態の記録）

電源周波数12.

・別途

容量等の表示13.

＊屋外露出15. 金属電線管の塗装

14. 地中埋設配管の表示
（排水管を除く）

地中埋設標
埋設表示テープ

・亜鉛メッキの配管及びダクト・屋内露出の見え掛かり部分

＊機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

16. はつり貫通

17. 貫通部の処理

＊６０Ｈｚ・５０Ｈｚ

＊電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

・要
・要（図示による。） ・不要

・不要

ｰによる。位置、孔径については監督員の承諾を得ること。
＊既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀ

＊標準仕様書第２編　　２．８．１

＊冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ空気調和気の据付及び整備）
＊配管施工（配管工事）

・場内指定場所敷き均し ＊場外搬出処分

項　　　　目 特　　記　　事　　項

・熱絶縁施工（保温工事）

＊無し

6． 冷却塔 改修該当箇所は図示による。

冷却塔CT-1（東）

冷却塔CT-1（西） 空研工業(株)

箕面市立病院
設計年月日

整理番号

図面番号

図面名称

縮    尺： A3版　S=nom scale

事務局病院管理室

室 　 長 担当主査 担当主査 担　　当

工事名称 市立病院本館屋上冷却塔改修工事

特記仕様書（２）

３
令和６年　１月



設計年月日 図面番号

工事名称

図面名称

室　　長

整理番号

担　　当担当主査担当主査

リハビリテーションセンター

（病院）

（地下１階地上５階）

ドライエリア

ドライエリア

ドライエリア

ロータリー

植 栽 敷
地

境
界

線

植 栽

植 栽
自転車置場

敷地境界線

80.5

85.5

84.6

83.6

82.6

1

7

防火水槽

自転車置場

植　栽

130127
19

15

10

5

1

20

25

30

35

40

80.6

80.6

80.6
80.6

80.1

78.6

80.6

80.5

80.6

80.6

41

45

50

55

69

65

60

56

70

75

80

83

97 98

90 105

84 111

126 120 112

植　栽

職員通用口

物品搬入口

84.5
85.2

下部マニホールド室及びＲＩ処理槽室

消防活動空地

(5mx9m)

道路境界線

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

防火水槽

消防活動空地

(5mx9m)

老人保険施設

消防活動空地

(5mx9m)

総合保険

福祉センター

消防活動空地

防火水槽

ＥＸＰ.Ｊ

77.6

76.0

76.0

76.0

76.0

76.6

76.6

74.9

77.0

78.2

77.9

排水処理室

77.6

70.7
73.2 77.4 77.6

77.2

82.1

上の山公園

82.5

77.2

70.0

70.6
70.5

75.1

74.1
79.2

敷
地
境

界
線

76.0

77.0

受水槽室

79.1 81.1
83.1 85.1

92.63

78.0
79.0

81.080.6

医師住宅

69.1

64.0

64.2

60.660.8

61.7 68.6

66.1

68.2

11,980

9,530

9,
50
0

こども急病センター

豊能広域

避難スペース
救助袋降下地点

公用車駐車場

委託業者駐車場

保育所用地(紅葉夢保育園)

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

タクシー駐車場

身障者用
駐車場
(３台)

時間外
救急出入口

正面玄関
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ玄関

85.3
南玄関

第１駐車場

第１駐車場

自転車
置場

(130台)
第２駐車場

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

8

19

20

30

40

45

60

63

50

46

70 80 86

87 90 100 107

110 108120128

129

132 140 144 146

身障者用駐車枠 身障者用駐車枠
(4台) (2台)

スロープ

自転車置場（自転車駐車場）

（箕面保育園分園）
みのおっこ保育園

病院本館

（地下１階地上５階）

改修冷却塔（本館棟屋２階）

Ｎ

配置図

４

箕面市立病院

事務局病院管理室
市立病院本館屋上冷却塔改修工事

配置図

縮　　尺 　A3版　S=non scale

令和６年　１月




